
都道府県労働局長殿

基発0805第1号

平成22年8月5臼

厚生労働省労働基準局長

(公印省略)

労働基準局の組織の変更等について

本省労働基準局の組織について、別添1及び別添2のとおり、「厚生労働省組

織令の一部を改正する政令(平成22年政令第 178号)J及び「厚生労働省組

織規則の一部を改正する省令(平成22年厚生労働省令第94号)Jが平成22

年8月4日に公布され、本日から施行されたところであり、勤労者生活部の廃

止、労働条件政策諜の設置等を行ったので、通知する。

また、同a付けをもって、別添3のとおり労働条件政策課に賃金時間室を置
く「厚生労働省の内部組織に関する訓令(平成 13年厚生労働省訓第 1号)Jの

改正を行ったので、併せて通知する。

なお、これらの改正に伴い、従前に発出した通達その他の文書における組織

名については、別添4のとおり読み替えることとするので了知されたい。



別添 1' 

政
令
第
百
七
十
八
号

厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
医
家
行
政
組
織
法
(
昭
和
三
十
一
二
年
法
律
第
百
二
十
号
)
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

厚
生
労
働
省
組
織
令
(
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
、
労
災
補
償
部
及
び
勤
労
者
生
活
部
」
を
「
及
び
労
災
補
償
部
」

「
職
業
安
定
局
に
」
の
下

に
改
め
、

に
「
派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
及
び
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
九
口
立
を
「
第
一
項
第
七
口
す
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
及
び
第
十
八

口
す
か
ら
第
二
十
号
ま
で
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
及
び
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
前
項
第
四
号
」
在
「
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
問
項
第
一
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
二

号
」
に
改
め
、

問
項
第
二
号
中
「
前
項
第
七
号
」
を
「
第
一
項
第
七
号
」
に
、

「
並
び
に
高
年
齢
者
等
(
高
年
齢
者
等
の
雇
用

の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
)
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
等
を
い
う
。

以
下
問

じ
。
)
、
炭
鉱
労
働
者
及
び
炭
鉱
離
職
者
並
び
に
日
雇
労
働
者
」
を
「
及
び
高
年
齢
者
等
」
に
改
め
、

問
項
第
三
号
中
「
前
項



第
十
号
」
を
「
第
一
項
第
十
号
」
に
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
一
唄
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

「
、
障
害
者
、
炭
鉱
労
働
者
及
び
炭
鉱
離
職
者
並
び
に
日
雇
労
働
者
」
を
「
及
び
障
害

者
」
に
改
め
、

2 

派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
は
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
(
港
湾
労
働
者
の
募
集
及
び
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行

う
労
働
者
派
遣
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
及
び
次
に
掲
げ
る
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
政
府
が
行
う
学
生
若
し
く
は
生
徒
又
は
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の

職
業
紹
介
及
び
職
業
指
導
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
政
府
が
行
う
外
国
人
の
職
業
紹
介
に
関
す
る
こ
と
(
求
人
及
び
求
職
の

結
合
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
)
。

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
、
炭
鉱
労
働
者
及
び
炭
鉱
離
職
者
、
日
雇

労
働
者
並
び
に
就
職
が
困
難
な
者
(
高
年
齢
者
等
(
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
四
十
六
年
法

律
第
六
十
八
号
)
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
及
び
障
害
者
を
除
く
。
第
四
号
及

び
第
八
十
条
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
)

の
雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
派
遣
労
働
者
及
び
一
の
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業
の
仕
事
の
一
部
を
請
け
負

う
請
負
人
が
雇
用
す
る
労
働
者
(
当
該
場
所
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
限
る
。
)
並
び
に
外
国
人
企
雇
用
管



理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と

(
建
設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
。

四

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
派
遣
労
働
者
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
者
(
派
遣
労
働
者
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
者
で
あ

っ
た
者
を
含
む
。
第
八
十
条
第
二
号
に
お
い
て
「
派
遣
労
働
者
等
」
と
い
う
。
)
、
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

者
、
炭
鉱
労
働
者
及
び
炭
鉱
離
職
者
、

旦
雇
一
労
働
者
、
就
職
が
困
難
な
者
並
び
に
外
国
人
の
職
業
の
安
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
、
労
災
補
償
部
及
び
勤
労
者
生
活
部
」
を
「
及
び
労
災
補
償
部
」
に
、

「
一
二
課
」
を
「
四
課
」
に

「
労
働
条
件
政
策
課

、

を

労
働
保
険
徴
収
課
」

監
督
課

に
改
め
、
開
条
第
三
項
中
「
二
課
及
び
二
隻
」
を
「
四
課
」
に
、

「
補
償

「
監
督
課

労
災

勤
労
者
生
活
課

L一一

「
労
働
保
険
徴
収
課

課

を

保
険
業
務
室
」

補
償
課

に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

労
災
保
険
業
務
課
」

第
六
十
二
条
を
削
る
。



第
六
十
一
条
第
二
号
中
「
勤
労
者
生
活
部
」
を
「
労
働
条
件
政
策
課
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
及
び
労
働
保
険
徴
収
課

」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

社
会
保
険
労
務
士
に
関
す
る
こ
と

(
年
金
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

第
六
十
一
条
を
第
六
十
二
条
と
し
、
第
六
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
労
働
条
件
政
策
課
の
所
掌
事
務
)

第
六
十
一
条

労
働
条
件
政
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

労
働
契
約
、
賃
金
の
支
払
、
最
低
賃
金
、
労
働
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
労
働
条
件
及
び
労
働
者
の
保
護
に
関
す
る
政
策

の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と

(
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
及
び
労
災
補
償
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
契
約
、
最
低
賃
金
、
労
働
時
間
及
び
休
息
に
関
す
る
こ
と

に
関
す
る
こ
と
及
び
労
働
基
準
監
督
官
の
行
う
監
督
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
)
。

(
労
働
基
準
法
の
施
行

労
働
能
率
の
増
進
に
関
す
る
こ
と
。

退
職
手
当
の
保
全
措
置
そ
の
他
の
退
職
手
当
に
関
す
る
こ
と
(
退
職
手
当
の
支
払
に
関
す
る
こ
と
及
び
労
働
基
準
監
督

四

官
の
行
う
監
督
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
)
。



第
六
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(
勤
労
者
生
活
課
の
所
掌
事
務
)

第
六
十
三
条
勤
労
者
生
活
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

勤
労
者
の
財
産
形
成
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
退
職
金
共
済
に
関
す
る
こ
と
。

労
働
者
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
(
石
締
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
)
。

労
働
金
庫
の
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

四第
七
十
一
条
を
削
る
。

第
七
十
条
(
見
出
し
を
含
む
。
)
中
「
労
災
保
険
業
務
室
」
を
「
労
災
保
険
業
務
課
」
に
改
め
、

同
条
を
第
七
十
一
条
と
す

る。
第
六
十
九
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
労
災
保
険
業
務
室
」
を
「
労
災
保
険
業
務
課
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
条
と
し
、

第
六
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
労
働
保
険
徴
収
課
の
所
掌
事
務
)



第
六
十
九
条

労
働
保
険
徴
収
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
/
{
労
働
保
険
の
保
険
関
係
の
成
立
及
び
消
滅
に
関
す
る
こ
と
。

労
働
保
険
料
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
の
特
別
保
険
料
並
び
に
こ
れ
ら
に
係
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

労
働
保
険
事
務
組
合
の
業
務
に
係
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

四

労
働
保
険
特
別
会
計
の
徴
収
勘
定
の
経
理
に
関
す
る
こ
と
。

五

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
一
般
拠
出
金
及
び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す

る
こ
と
。

第
七
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
削
除

第
一
七
十
三
条
第
一
項
中
「
職
業
安
定
局
に
、
」

の
下
に
「
派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
及
び
」
を
加
え
、

ヱ
ハ
課
」
を
「
四
課

「
需
給
調
整
事
業
課

」
に
改
め
、

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
三
課
」
を

外
国
人
雇
用
対
策
課
」

「
ニ
課
」
に
改
め
、

「
企
画
課
」
を
削
り
、
同

項
、
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
句
。



2 

派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
に
次
の
一
ニ
課
を
置
く
。

企
画
課

需
給
調
整
事
業
課

外
国
人
雇
用
対
策
課

第
七
十
四
条
第
二
号
中
「
関
す
る
こ
と

(
」
の
下
に
「
派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
及
び
」
を
加
え
、

「
雇
用
開
発
課
、
外
国

人
雇
用
対
策
課
及
び
」
を
削
る
。

第
七
十
五
条
第
二
号
中
「
関
す
る
こ
と

第
七
十
六
条
第
一
回
す
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
四
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
関
す
る
こ
と
〈
」

の
下
に
「
派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
及
び
」
を
加
え
、

(
」
の
下
に
「
派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
及
び
」
を
加
え
る
。

「
及
び
一
一
雇
用
政
策
課
」
を
「
並
び
に
雇
用
政
策
課
」
に
改
め
、

同
号
を

同
条
第
二
号
と
し
、
問
条
第
六
号
中
「
関
す
る
一
こ
と

(
」
の
下
に
「
派
遣
・
存
期
労
働
対
策
部
及
び
」
を
加
え
、

「
、
需
給
調

整
事
業
課
及
び
外
国
人
雇
用
対
策
課
」
を
削
り
、

間
口
す
を
同
条
第
三
口
す
と
し
、
問
条
第
七
号
を
同
条
第
四
口
す
と
し
、
同
条
第
八

号
を
同
条
第
五
号
と
し
、

同
条
第
九
号
を
同
条
第
六
回
す
と
す
る
。

第
八
十
一
条
及
び
第
八
十
二
条
を
削
る
。



第
八
十
条
第
一
号
中
「
労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
」
を
「
求
人
及
び
求
職
の
結
合
に
係
る
調
整
に

関
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
前
二
日
す
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
」
を
「
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
務

の
う
ち
」
に
改
め
、
「
(
他
課
及
び
労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
」
を
削
り
、
同
条
を
第

八
十
二
条
と
す
る
。

第
七
十
九
条
第
一
号
中
「
雇
一
用
開
発
課
」
を
「
港
湾
労
働
者
の
募
集
及
び
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労
働
者
派
遣
事

業
に
係
る
も
の
並
び
に
企
画
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
並
び
に
雇
用
政
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
」
を
削
り
、
同
条

第
三
号
中
「
雇
用
開
発
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
」
を
「
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労
働
者
派
遣
事
業
に
係
る
も
の
」

に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
一
雇
用
開
発
課
」
を
「
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労
働
者
派
遣
事
業
に
係
る
も
の
及
び
企
画

課
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
一
条
と
す
る
。

第
七
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(
労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室
の
所
掌
事
務
)

労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
十
九
条

求
人
及
び
求
職
の
結
合
に
係
る
調
整
を
行
う
と
と
。



労
働
市
場
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
連
絡
を
行
う
こ
と
。

一
二
，
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
及
び
こ
れ
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
関
す
る
記
録
の
作
成
を
行
う
こ
と
。

四

職
業
安
定
局
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
電
子
計
算
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

(
企
画
課
の
所
掌
事
務
)

第
八
十
条

企
画
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

派
遣
労
働
者
等
の
職
業
の
安
定
に
関
す
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

政
府
が
行
う
学
生
若
し
く
は
生
徒
又
は
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
職
業
紹
介
及
び
職
業
指
導
に
関
す
る

こ
と

(
求
人
及
び
求
職
の
結
合
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
)
。

四

学
生
若
し
く
は
生
徒
又
は
学
校
卒
業
者
の
職
業
紹
介
又
は
職
業
指
導
に
つ
い
て
の
職
業
安
定
機
関
と
学
校
、
関
係
行
政

機
関
と
の
聞
に
お
け
る
連
絡
、
援
助
又
は
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

五

職
業
安
定
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
)
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
関
す
る

こシ」。



一」

/、

学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
、
炭
鉱
労
働
者
及
び
炭
鉱
離
職
者
、
'
日
麗
労
働
者
並
び
に
就
職
が
困
難
な
者
の

雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
派
遣
・
存
期
労
働
対
策
部
の
所
掌
事
務
で
他
の
所
掌
に
属
し
な
い
も
の
に
関
す
る
こ

と
第
八
十
三
条
第
三
号
中
「
第
八
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
八
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、

る
も
の
を
除
く
。
)
」
を
削
り
、
間
口
す
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
ニ
号
中
「
並
び
に
企
画
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
」
を

「
(
企
画
課
の
所
掌
に
属
す

削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、

伺
条
第
一
号
中
「
(
企
画
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
」
を
削
り
、

同
号
を
同

条
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
十
三
条
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

玉

障
害
者
の
雇
一
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
)
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害

者
雇
用
対
策
基
本
方
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。

ム

ノ、

失
業
対
策
に
関
す
る
こ
と
。



七

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
撞
害
者
雇
用
支
援
機
構
の
組
織
及
び
運
営
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
の
所
掌
事
務
で
障
害
者
票
用
対
策
課
の
所
掌
に
属
し
な

い
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
十
四
条
第
二
号
中
「
企
画
課
」
を
「
高
齢
者
雇
用
対
策
課
」

に
改
め
、

間
粂
第
三
一
号
中
「
第
八
条
第
二
項
第
三
ロ
サ
」
を

「
第
八
条
第
三
項
第
三
号
」

一
T

」
、

「
企
画
課
」
を
「
高
齢
者
雇
用
対
策
課
」

に
改
め
る
。

前

則

(
施
行
期
日
)

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
一
条(

最
低
賃
金
審
議
会
令
の
一
部
改
正
)

第

条

最
低
賃
金
審
議
会
令
(
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
六
十
三
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
門
勤
労
者
生
活
部
勤
労
者
生
活
課
」
を
「
労
働
条
件
政
策
課
」
に
改
め
る
。

(
労
働
政
策
審
議
会
令
の
一
部
改
正
)

労
働
政
策
審
議
会
令
(
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
)

第
三
条

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
十
一
条
た
だ
し
室
田
中
「
勤
労
者
生
活
部
企
画
課
」
を
「
勤
労
者
生
活
課
」
に
改
め
る
。



厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
泊
対
照
条
文

厚
生
労
働
省
組
織
令
(
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
)

O 

(
抄
)

(
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
)

商リ
3 2 第七 2 第

削ーか ー
齢高.安全衛生 大 条一 ( 大除 )除ー・ 第ら労(一i 条~

ー二補災略〉十働労基 働基

者喜 部及E直に 蒔)芸及直(十号ま 償部 準略 局
) は 賂準局 の ひ'

でに 第、 ) は 務所掌事 局主主

掲- 。ミ 改
げ項 次

事務並る第七 に
政策車宮号 掲げ

か 事る
びら 正

次に 第九 務
援議局 安定 局

の
を 設

に 号ま Jコ
等置カミ

掲げで さ

主務 第十

ど 案
る。

つ号
か及

さど 第十び

る。 J¥.

号 び

4 
コー掲 3 2 一第七

2 第
一る掲

者安全大条一(大もげ勤

ト-iFi条i青i術者F院ヰ医低最賃 つのを る 者生労

金か務事並活 す関項第絡)を 道基準局

にさび部 る十 つは 略準の
関どには

こ八 か 、 局所務掌事する伺 と号さ第 は
る。項第

掲げに どーこ 第一 る。項第 次

白星 i
現

と 一項第

喜る 十 掲げ(労 及号 ニ
イ動 び号 号る

基 第十 の 及 事務を準 第 うび

喜 号四十一 労ち 第十』 つ

r目~ に号 働 九 カミ
の

掲げ

、

保険特
号 さ 行

，マつ丁ー 第 ど
る十

掲げ
る

審 事務 Edコ』=lz l 
。

号

務事並る
の

及第十び

計

す関 ちっ の

E齢高華
災勘定労る 次 び、同

掲げ

五
と 号 次

障害にを の



霊長道i 

所れ行わ主業仕事1 
前者号長主務霊場i 者職量者軍機推Q会P 
項第車主務霊E 炭鉱監前号

空整舎調Z i 

政人職書府行首人重求結かののるi 他類す言及重量す校び倒
集及選挙業務すぴ喜のi 業闘長にてに

十略) 5 

費職安需務条業定局は次品つをかるさど

職安聖書業定局

除
く
。
)
。

会
倒
凶
吋
閑
及
d
州
怠
に
開
明
る
こ
と
(
矧
酬
明
器
2
樹
阿
剣
劇
引
る
も
の
に
関
』
1

る
引
制
別
別
矧
倒
劉
銅
剣
割
割
削
矧
引
闘
創
叫
割
引
引
司
副
創
附
引
弓
叶
d
l

ー
週
酬
割
剖
叫
倒
封
樹
間
引
州
側
側
剖
瑚
割
剖
同
開
利
引
叶
叫
叶
ベ
週
糊
割
当
叫
対

叫
叫
間
利
引
斗
計
刻
訓
矧
倒
割
淵
劃
割
割
削
矧
引
盟
割
削
闘
引
引

U
M剖
附
引
例

寸
町
!

四

労
働
者
の
福
利
用
自
に
関
す
る
こ
と
{
剖
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
淵
ピ
関
引

る
ゴ
剖
刻
倒
。
叶
剣
剖
叶
↓
斜
矧
到
矧
阿
利
川
引
剛
叫
吋
J
J

(
職
業
安
定
局
の
所
掌
事
務
)

第
八
条
職
業
安
定
局
は
、
次
に
吊
向
け
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

十

(
絡
)



調
矧
働
者
に
係
る
も
の
を
附
く
ロ

31 

の
劃
劃
に
関
す
る
こ
と
~
建
設
労
働
者
及
び

四
|
利
明
剣
什
矧
凶
樹
例
刻
朝
剰
引
引
制
淵
遣
労
働
割
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働

到
制
引
制
紺
利
引
矧
倒
割
引
州
側
口
利
引
叫
繍
利
引
制
」
制
崩
矧
倒
剥
1
刻
問
叫

矧
制
州
制
引
矧
倒
劃
制
刻
矧
樹
利
引
矧
倒
割
引
制
制
叶
利
引
凶
綱
引
ぶ
割
前
制
斗

削
剥
剖
創
刊
剣
川
刊
剣
矧
ユ
引
叫
料
川
寸
制
選
矧
倒
剥
割
叶
川
引
」
1
1

州
闘
刈
1
封
鎖
矧
倒
剥
刻
凶
尉
剣
附
制
制
可
同
扇
矧
倒
剥
劃
叫
凶
秘
械
料
闘
剰
刺

割
削
刷
謝
刷
剣
矧
叫
樹
利
引

U
M叶
ー

高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
は
、
矧
寸
刻
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
十
一
号
に
掲

げ
る
事
務
並
び
に
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
期
通
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
政
府
が
行
う
障
室
暑
の
職
業
紹
介
及
び

職
業
指
導
に
関
す
る
こ
と
(
求
人
及
び
求
職
の
結
合
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と

を
除
く
。
)
。

(
高
年
齢

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
失
業
対
策
変
び
高
年
齢

者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
〈
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
)
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
等
を
い
う
。
以
下
向
じ
D

)

の
雇
用
機
会
の

確
保
に
関
す
る
こ
と
。

矧
↓
割
第
十
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
高
年
齢
者
等
刻
前
倒
割
剖
の
職
業
の
安

定
に
関
す
る
こ
と
。

(
労
働
基
準
局
に
置
く
課
等
)

第
五
十
九
条
労
働
基
準
局
に
、
安
全
衛
生
部
及
び
労
災
補
償
部
に
置
く
も
の
の
ほ
か

、
次
の
四
課
を
置
く
。

総
務
課

剣
倒
斜
倒
劇
剰
剖
附

21. 

高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
は
、
制
樹
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ

る
事
務
援
び
に
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
制
現
第
一
一
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
政
府
が
行
う
障
害
者
の
職
業
紹
介
及
び
職

業
指
導
に
関
す
る
こ
と
(
求
人
及
び
求
職
の
結
合
に
係
る
調
態
に
開
国
す
る
こ
と
を

除
く
。
)
。

二
制
現
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
失
業
対
策
制
例
同
制
剤
倒
剥
矧
(
高
年
齢

者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
)
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
、
炭
鉱
労
働
者

別
訓
劇
釧
剰
刺
樹
捌
前
同
削
周
矧
倒
剰
の
震
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

三
制
刻
第
十
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
高
年
齢
者
等
1
闘
割
樹
寸
劇
釧
矧
倒
刻
刻

叫
側
斜
閥
樹
樹
劃
叫
剖
嵐
矧
倒
剥
の
職
業
の
安
定
に
関
す
る
こ
と
。

(
労
働
基
準
局
に
霊
く
課
等
〉

第
五
十
九
条
労
働
基
準
局
に
、
安
全
衛
生
部
、
労
災
補
償
部
及
制
勤
労
者
宣
活
部
に

置
く
も
の
の
ほ
か
、
次
の
三
課
を
霞
く
。

総
務
課
(
新
設
)



2 

監
督
課

(
削
除
)

勤
労
者
生
活
課
司

(
略
)

労
災
補
償
部
に
、
次
の
捌
剖
酬
を
置
く
。

労
災
管
理
課

労
働
保
険
徴
収
課

補
償
課

矧
刻
倒
闘
漏
刻
制
刷

(
削
除
)

3 
州
剣
倒
劉
側
劇
知
献
酬
の
所
劃
事
親
)

罰
川
叶
寸
斜
矧
倒
斜
側
副
剰
刺
聞
は
、
関
叫
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

寸

d
倒
刻
利
剣
誤
認
可
剥
倒
銅
剣

d
倒
矧
闘
1
例
割
引
叫
倒
倒
矧
働
条

判
別
制
矧
倒
割
削
側
謝
叫
割
引
引
劇
剤
耐
剣
翻
刻
叶
刻
剰
同
闘
引
引
U
叶
ベ
劇
用

制
斜
川
刷
劃
劉
劇
周
到
問
矧
則
樹
倒
判
例
酎
斜
叫
尉
判
引
制
例
制
劇
叫
斗
4
|

ヰ
J
引
司
捌
例
制
引
制
州
同
州
叶
対
倒
到
制
寸
劇
倒
飼
封
矧
倒
剛
闘
刻
前
例
割

削
闘
引
引
ゴ
引
!
ベ
矧
倒
劉
網
制
刷
樹
相
判
闘
引
引
U
け
刻
例
矧
倒
観
樹
園
割
割
叫

矧
引
聞
割
削
闘
判
創
刊
引
針
酬
。
吋
叶
」
|

三
労
働
能
率
の
増
進
に
関
す
る
こ
と
。

叫
出
酬
明
判
明
倒
到
倒
閣
制
刷
制
倒
閣
制
割
当
同
開
引
到
引
l
A
剖
瑚
剖
剖
叫
到

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l叶
1
1
1
1
1
I
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
i
-
-
i
l
i
l
l
e
g
i
t
i
-
-
I
l
l
i
-
-

#
に
践
す
ξ
こ
と
浪
。
労
働
蓮
準
監
督
官
¢
ち
っ
髭
替
に
民
す
る
こ
と
を
除
く
e

駐
督
課

2 

労
働
保
険
働
紙
調

(
新
設
)

(
略
)

3 

労
災
補
償
部
に
、
次
の
二
課
及
び
一
室
を
置
く
。

労
災
管
理
課

(
新
設
)

補
償
課

労
災
保
険
業
務
室

勤
労
者
生
活
部
に
、
次
の
二
課
を
置
く
。

企
画
課

4 

勤
労
者
生
活
課

(
新
設
)



(
童
相
官
課
の
所
掌
事
務
)

第
六
J
古
」
斜
監
督
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
労
働
条
件
、
産
業
安
全
(
鉱
山
に
お
け
る
保
安
を
除
く
。
)
、
労
働
衛
生
及
び

労
働
者
の
保
護
に
関
す
る
労
働
基
準
監
督
宮
の
行
う
監
管
(
労
働
者
に
つ
い
て
の

じ
ん
肺
管
理
区
分
の
決
定
に
関
す
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
を
含
み
、
鉱
山
に
お
け

る
通
気
及
び
災
害
時
の
救
護
に
関
す
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
〉
並
び
に

家
内
労
働
法
の
規
定
に
基
づ
く
労
働
基
準
酔
審
官
の
行
う
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

二
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
契
約
そ
の
他
の
労
働
条
件
及
び
労
働
者
の

保
護
に
罰
す
る
こ
と
(
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
、
労
災
補
償
部
及
び
矧
側
斜
州

劇
矧
剰
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

一
一
一
児
童
の
使
用
の
禁
止
に
関
す
る
こ
と
。

間
労
働
基
準
監
督
官
が
司
法
警
察
員
と
し
て
行
う
織
務
に
関
す
る
こ
と
。

五
労
働
基
準
致
督
官
を
採
用
す
る
た
め
の
試
験
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

六
都
道
府
県
労
働
局
に
お
け
る
労
働
基
準
局
の
所
掌
に
係
る
事
務
の
実
施
状
況
の

監
察
に
関
す
る
こ
と
(
労
災
補
償
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

七
松
会
保
険
労
務
士
に
間
関
引
る
こ
と
(
年
金
局
の
例
釦
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

(
削
除
)

(
勤
労
罰
金
活
課
の
所
劃
事
務
)

第
六
十
三
条
勤
労
者
生
活
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

引
謝
矧
割
削
岡
商
矧
劇
刷
矧
混
同
闘
判
引
可
剖
叫

(
監
替
課
の
所
掌
事
務
)

鎖
斗
ベ
叶
叶
斜
監
替
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
労
働
条
件
、
産
業
安
全
(
鉱
山
に
お
け
る
保
安
を
除
く
。
)
、
労
働
衛
生
及
び

労
働
者
の
保
護
に
関
す
る
労
働
基
準
監
督
官
の
行
う
監
督
(
労
働
者
に
つ
い
て
の

じ
ん
肺
管
理
区
分
の
決
定
に
関
す
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
を
含
み
、
鉱
山
に
お
け

る
通
気
及
び
災
害
時
の
救
護
に
開
国
す
る
監
督
に
憶
す
る
こ
と
を
除
く
。
)
並
び
に

家
内
労
働
法
の
規
定
に
基
づ
く
労
働
基
準
監
督
宮
の
行
う
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

ニ
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
契
約
そ
の
他
の
労
働
条
件
及
び
労
働
者
の

保
護
に
関
す
る
こ
と
(
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
、
労
災
補
償
部
及
び
到
矧
剥
州
国

活
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
〉
。

三
児
童
の
使
用
の
禁
止
に
関
す
る
こ
と
。

悶
労
働
基
準
監
督
官
が
司
法
警
察
員
と
し
て
行
う
職
務
に
関
す
る
こ
と
。

五
労
働
基
準
監
督
官
を
採
用
す
る
た
め
の
試
験
の
実
施
に
濁
す
る
こ
と
。

六
都
道
府
県
労
働
局
に
お
け
る
労
働
基
準
局
の
所
掌
に
係
る
事
務
の
実
施
状
況
の

監
察
に
関
す
る
ニ
と
(
労
災
補
償
部
及
び
労
働
保
険
徴
収
課
の
所
掌
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。
)
。

第
六
十
二
条

削
徐

(
労
働
保
険
徴
収
創
出
山
一
防
車
事
務
)

第
六
パ
ヨ
刻
刻
倒
倒
樹
例
制
捌
吋
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

刊
矧
側
側
闘
州
倒
闘
闘
倒
刷
劇
刻
刻
訓
淵
減
同
制
引
引
司
副
叫



四

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
週
織
金
共
済
に
関
執
る
こ
と
。

矧
倒
割
削
福
利
嵐
割
削
闘
利
引
U
判
ベ
剖
鮒
叫
利
引
錨
劇
樹
割
削
剥
洲
に
隠
引

る
叶
引
創
附
サ
斗
」
|

労
働
金
庫
の
事
業
に
関
す
る
こ
と

同
労
働
側
劇
御
収
課
の
所
以
事
習

塑
川
什
対
剣
l
矧
倒
側
側
例
制
調
吋
次
に
掲
明
配
劃
視
を

q
か
さ
ど
る
剖

寸
A
m倒
倒
附
刷
倒
闘
関
側
叫
胤
刻
刻
制
消
滅
同
闘
判
引
U
剖川
i

↓
寸
封
倒
倒
閥
判
別
制
矧
倒
樹
刻
割
欄
倒
倒
例
制
樹
別
例
制
刺
劃
剖
引
」
れ
ら
に
係

引
例
制
鎖
倒
側
側
同
闘
引
到
斗
叶
叶
i

司
「
矧
側
側
劇
割
弱
編
制
倒
剰
謝
凶
倒
引
劉
鶴
叫
闘
引
創
刊
引
叶
l

叫
剖
倒
倒
例
制
刷
出
同
制
叫
例
制
剥
矧
州
制
割
問
瞬
利
引
引
叶
l

司
司
嗣
同
利
引
倒
劇
額
制
樹
淵
叫
闘
号
制
倒
刷
矧
創
目
当
副
側
出
剣
刻

閉
口
利
叫
矧
引
例
制
剣
州
側
刷
凶
闘
引
創
刊
叫
剖
凶

(
補
償
課
の
所
挙
事
務
)

第
七
十
条
補
償
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
(
略
)

ニ
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
{
昭
和
一
一
十
二
年
法
律
第
五
十
号
)
の
規
定
に
よ
る

保
険
給
付
及
び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
(
労
災
保
険
業
務
課

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

一七 三 二一六 六五四三二

十i条十労災 所掌の金の石綿所掌の 十九補償課 びこ石綿 寸1 

の もれ書総康もれ 政務霊事) 敏金収健底書 土 に m
のに のに 、 に

を係 除を係 次 の す関る ののす関る

徴収の す開 。徴収の 十ー一 事務をる す闘るこ す関 年金(経理の 監督る一

iを にiす届Z律第 z ζ言 語にに の

つ るるど るる
か こ主定E こ五る 規定にここ

さ とにと十号 にす属とと
ど よ よ
るる るるび

の ーもに

規定 般拠 の こ

る 及く。 係に

第第



石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
特
別
遺
族
給
付

金
の
支
給
及
び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
(
労
災
保
険
業
務
課

の
所
挙
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
〉
。

(
労
災
保
険
挺
務
課
の
所
掌
事
務
〉

第
七
斗
斗
ぷ
「
矧
似
倒
劇
剰
刻
謝
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
l
十
(
略
)

(
企
画
課
の
所
掌
劃
務
)

第
七
斗
斗
斜

1
d岡
剰
吋
次
に
掲
げ
る
事
務
&
『
ろ
か
さ
ど
る
。

寸
J
釧
矧
謝
到
剖
矧
州
刑
斜
朝
劇
同
闘
引
引
制
制
調
劉
叫
闘
引
る
こ
と
。

↓
寸
矧
倒
附
闘
刻
例
制
割
削
倒
引
創
刊
日
到
倒
割
湖
制
叫
矧
矧
刊
引
も
の
に
飽
和

創
刊
叫
削
剥
訓
矧
倒
掛
端
慰
謝
割
削
制
引
劃
割
同
開
利
引
U
M山
剣
劇
引
叶
斗
叫
i

司
「
剖
鱗
制
調
州
制
組
凶
闘
利
引
日
副
矧
剥
創
矧
剰
刺
剖
割
削
劇
引
引
制
釧
創

除
く
。
)
。

(
削
除
)

凶

勤
労
者
の
財
劃
矧
劇
州
倒
過
に
関
す
る
こ
と
。

矧
倒
樹
釧
樹
利
用
制
同
闘
引
引
U
剖
割
矧
樹
生
活
課
の
例
掌
に
属
引
る
も
の

を
附
引
同
J
d

五
ム

ノ、

労
働
金
庫
の
率
引
勲
に
関
引
る
こ
と
馴

制
創
明
則
樹
例
制
制
例
制
削
州

1
勤
労
劃
創
出
同
部
の
所
挙
事
務
で
他
の
所
掌
に

属
し
な
い
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

七

第
七
十
二
条

削
除

(
勤
労
器
包
活
環
の
所
掌
事
務
)

第
七
』
廿
」
科
副
矧
剖
創
出
制
時
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

つJ
瑚
倒
錯
斜
同
制
利
引
U
剖
A

矧
倒
岩
瀬
樹
割
割
叫
制
引
劃
割
叫
闘
引
る
こ
と
を

附
引
叶
寸

賃
金
体
系
に
関
す
る
こ
と
。

剖
劇
割
判
叫
倒

皐
臨
そ
の
他
の
退
職
手
当
に
関
す
る
こ
と
(
退
職
手
当
の
支



(
職
業
安
定
局
に
置
く
課
等
)

第
七
十
=
一
条
職
業
安
定
局
に
、
派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
及
び
高
齢
・
障
害
者
雇
用

対
策
部
に
置
く
も
の
の
ほ
か
、
次
の
剛
割
問
及
び
一
室
を
置
く
。

総
務
課

雇
用
政
策
課

雇
用
開
発
課

雇
用
保
険
課

労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室

2 

派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
に
次
の
三
関
を
置
く
。

企
画
課

需
給
調
整
事
業
課

外
国
人
雇
用
対
策
課

高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
に
次
の
ゴ
謝
を
置
く
。

高
齢
者
蔑
用
対
策
課

障
害
者
雇
用
対
策
課

31 

払
に
関
引
る
こ
と
及
川
山
労
働
組
謂
劃
劃
官
の
行
う
監
督
に
関
引
る
こ
と
を
附
引
側

四
l
出
川
剣
淵
閣
制
剣
剣
淵
樹
剣
劇
矧
同
利
引
閣
制
剣
謝
料
叫
闘
利
引
出
剖
叫
l

司
到
倒
細
創
引
叫
倒
矧
倒
叫
闘
利
引
倒
傾
斜
矧
引
剣
淵
割
銅
剣
州
制
樹
州
制
到
に

瞬
引
創
刊
叫
剖
叫
1

41矧
倒
割
削
樹
利
劇
到
叫
樹
遡
剖
闘
割
引
制
覇
矧
引
剖
倒
叫
割
引
剖
調

剤
到
阿
闘
引
引
制
割
引
制
制
釧
捌
馴
掛
雷
同
闘
引
刻
剖
計
制

(
職
業
安
定
局
に
置
く
課
等
)

第
七
十
三
条
職
業
安
定
局
に
、
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
に
置
く
も
の
の
ほ
か
、

次
の
対
謝
及
び
一
室
を
置
く
。

総
務
課

雇
用
政
策
課

雇
用
開
発
課

雇
用
保
険
課

剰
刺
制
盛
劃
淵
調

外
国
人
一
一
雇
用
対
策
課

労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室

21 

高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
に
次
の
ヨ
剰
を
置
く
。

企
画
課

高
齢
者
雇
用
対
策
課



(
総
務
課
の
所
掌
事
務
)

第
七
十
四
条
総
務
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

(
略
)

政
府
が
行
う
職
業
紹
介
及
び
職
業
指
導
に
関
す
る
こ
と
〈
派
遣
・
有
期
労
働
対

策
制
刻
司
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
並
び
に
労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室
の
所

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

五

(
絡
)

(
雇
用
政
策
課
の
所
掌
事
務
M

第
七
十
五
条
雇
用
政
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

(
賂
)

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
職
業
の
安
定
に
関
す
る
政
策
の
企
爾
及
び
立
案

に
関
す
る
こ
と
(
嗣
湖
バ
制
矧
矧
倒
矧
剰
刺
刻
叫
高
齢
・
陣
容
者
雇
用
対
策
部
の
所

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

三
1
四

(
略
)

(
雇
用
開
発
課
の
所
掌
事
務
)

第
七
十
六
条
一
一
雇
用
開
発
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

障
害
者
雇
用
対
策
課

(
総
務
課
の
所
挙
事
務
)

第
七
十
四
条
総
務
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

(
略
)

政
府
が
行
う
職
業
紹
介
及
び
職
業
指
導
に
関
す
る
こ
と
(
高
齢
・
障
害
者
雇
用

対
策
部
並
び
に
劇
刷
闘
強
制
1
州
闘
刈
周
周
矧
剰
謝
刻
制
労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業

務
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

(
略
)

五
(
雇
用
政
策
課
の
所
掌
事
務
)

雇
用
政
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
十
五
条(略
)

品
取
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
職
業
の
安
定
に
濁
す
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案

に
関
す
る
こ
と
〈
高
齢
・
障
害
者
一
一
履
用
対
策
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

四

(
略
)

(
雇
用
開
発
課
の
所
掌
事
務
)

第
七
十
六
条
雇
用
開
発
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

~
|
剖
刷
州
制
引
制
封
剖
叫
引
同
制
剣
刻
凶
制
樹
刷
剰
割
引
制
川
明
」
れ
に
類
す
る
者

叫
刷
掲
絹
州
別
制
劇
剰
樹
剥
叫
割
引
引
寸
斗
ベ
矧
倒
械
捌
到
叶
列
川
剰
捌
劃
叫
珂

斜
叫
周
引
引
制
州
制
倒

q『
叶
4

の
職i学
業|生
剣若
矧し
機|く
関|は
と|生
学|徒
校:又
1は
闘学
側校
f司王手
刷業
機|者
闘の
とi識
の!業
開紹
i斗介
お!又
ftl f立
引職
連|業
制指
1導
援に
制つ
文|い
はlて



一一

(
路
)

雇
用
機
会
の
確
保
に
憶
す
る
こ
と
(
派
遣
・
有
期
労
働
対
策
部
及
び
高
齢
・
樟

害
者
雇
用
対
策
部
劃
制
凶
園
周
到
矧
謝
の
所
掌
に
属
ナ
る
も
の
を
除
く
。
)
。

ヨ
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
(
酒
引
制
矧
矧
倒
矧
剣
判
別
別
雇
用
政
策

謀
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

四
1
六

(

賂

)

凶

問
視
室
の
例
掌
事
務
日

掛
か
働
刑
場
叫
叶
列
川
端
淵
割
ぱ
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

樹
刈
見
制
利
樹
叫
樹
創
同
倒
引
制
劉
剖
伺
外
斗
け
吋
!

矧
倒
制
捌
叫
闘
引
引
側
斜
側
側
斜
別
訓
湖
剣
剖
伺
引

U
H叶
l

劇
胤
倒
闘
例
械
側
劇
刻
刻
創
刊
叫
判
剖
園
周
利
引
割
剰
剖
叫
闘
引
引
制
制
叫
併
劇

を
明
引
副
吋
i

制
調
銅
剣
刷
剣
淵
割
割
瑚
阿
調
利
引
割
引
制
斜
細
側
同
開
引
引
司
副
叫

第
七
十
九
条

四

働i者i負戸笹!? i条 語 h雇Z用管理 量の 一周機会際)l手j 業安E に業主 。i対す 力協

す関
も ) 者働労 こ

との る
(者

す関るE行E う の並び の 雇用す 及び と 働者労 改善 属す 確保 ( 
震用 の と

4雇と 屠胤管寧の 働者る労 の場所 雇( 周開 募象の

。

isi にす関の関す 十

次はに 属するも ること 徐をく。 ること すに関る こ政策用課 改善 に発課
所掌 のの

の す福 富易所P i E 供に {の也 供需要給 の 者t労働霊F 
主務 F - -里属する 者係関 の

聖に るこ にれE長す給寄ま与
のも 対すに 調整を

所掌の
属す とおるる

属lこ f務~ (建い事業 も
るでのび

除をく 助言る た図る する 提の

のも 供をそ七)そめ る 三
。のの

除をく。 受者ける

条

他の 事業
の

) 働労る け 監の 及び 房用政 に一措の
置事 外 規

第



第I~ 第I ~ 
J¥. 需 七六 回

条八十 企函課
ロ及 督 十 給 の な 定 協カ の

轄に 験紹介及の業 放府
派

) 

び 織 言書 所前者育す職業 職業学生

Z関2E旅書望等
派遣遺 。港 関 業 条 整 掌各の少る に

す関る が
の

労 湾 す 紹 事 に号雇年無安定関安定 若

企在課は留 所掌事務
働 運 る 介 需 業 属に用、料職 す し
者 送

、，
給 課 し掲機炭 法る機く

」と び 学行生フ
」

及 の と 労 調 (J) なげ会鉱業 こ関と は
び 業

( 人J.<二 働者
整
所掌 いるの労紹昭と 主主

長く。 職業指導 若くし

の
務 事 もも確{者働介事和 。校学徒 職業 次

の 画 の 業 事 のの保 二 又

掲げ
場 Jコ諜 募 繰 務 にのに及業十 は 。コ
所 U、 の 集 l:t ) 

fE1isi 第 z者i 
)には

安定 のに て 所掌
、 、

。す関 徒主主

務事るを
お 1丁- 労 次
し、 フ 働者 こ派こ離る 機政 る又

す関て 労 属 掲 と遣と職こ こは
行 働 す 供 げ 。者と 関の

と 校学 る てコ
わ 者 る給 る 有 、。阪 と戦

政策 す関
カ注

れ 派 も事 事
働期労 日 十 の紹業介 求人及 者卒業

さ
る 遺 の 業 務 震一関 の

総る ど毒事 事 並 及 を 労号に ムムL る
業 業 び びつ 対働 お又 びそ 爾 ぷE〉Z、 。
の lこに 労か

部霊 =ii導 職求 他の
及び立 震仕事 関 :巷 働 さ

す 湾 者 ど のび十 のこ
の る労 派 る 所掌 就に 三条 絡 合絞 れに 案並 す関こ働 遣

。

部 と者 事 事職 の 援助 に

係読る 類す者る

び る
を をの 業 務が二 つ 、山」
言青 除募 の で 難闘 規に 又い

誠喜重
と

け く集 監 他 はて 。

第
四 一 第八

八( 

雇外国人用

を 十 労 課 行 重量
十条

職業 行廃 労 求 働 及前 必う 外国
所掌の 府政がう用 働 人 条 市 びニ

安定 こ保
市 及 場

働労市 号に
助言要な 雇人周の

外国と険 場 び 労 セ
属すに 行外う局

D 被保の
求
働市場
ン

揚掲げ 人雇 対策の
す関
月最 タ

所 の セ るも そ る
人国
用 課

事掌 者険 る 合結 セ 業 ン の
す関 も

策課対
の

情 ン 務 タ の イ也 の の

務所掌事
務 及 報 タ 室

業務室

の の
事る 除を
職紹介業

}こ び の イ系 !の lま 捻 lま
関

噌砂

収 る 業 E時 泊、 蜜 項 く
、

す れ 集 調
務室主
挙 、

lこ 次
る を 及 喜重 事 の 外 す関 ペコ電 展 ぴ を I土 務

所掌 人国
し、 。す関 掲げ子 用 議tr 

、) 

る

事業主て
計 す フ 次 の

、戸
る る」

算
事業る
を

と。 事げ者
属す 職業 と

、世
事務

} 

京且 干す D 

と
織 つ るの そ

働市場労

を
主
、同
る

のも 安定 の イコ
関 lこ と 事 他 方通
す 関

。
務

長に の
さどる す を

く す潟
関、ー る ~コ

係者 セ る」
と 言己 方、 る ン。
録 さ )ー

タ」
(J) ど 。と 対

務業成作
る

イ也
し
て



四
負
う
請
負
人
が
一
一
雇
用
す
配
労
働
和
(
当
該
場
所
に
お
い
て
劇
務
に
従
事
す
る
労
俄

剖
凶
閥
引
「
叶

d
商
用
制
瑚
州
制
割
削
闘
利
引
叶
件
ベ
剣
副
開
制
珂
割
削
尉
判
引

制
刷
凶
胡
凶
周
到
矧
働
樹
別
制
樹
湖
矧
働
樹
叫
例
制
叫
叫
封
劇
引
吋
叶
ωi

ー
矧
倒
謝
淵
圃
剖
制
引
覇
漏
刻
刻
訓
矧
倒
剥
淵
湖
叫
倒
剰
刺
捌
倒
刻
刻
叶
引
制
凶

対
す
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
(
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労
働
者
派
遣
事

調
叫
割
引
引
U
削
刻
限

ο『
吋
」
|

ー
制
崩
凶
刑
制
剖
釧
矧
引
矧
倒
刈
叫
割
到
例
制
制
調
劉
創
図
引
剖
削
叫
覇
剰
倒
割

剰
封
1
制
湖
矧
倒
剥
可
剥
劇
割
引
例
制
制
調
側
割
削
矧
判
到
刷
割
引
例
制
叫
倒
閣

同
闘
引
創
刊
叫
叫
ベ
創
副
謝
叫
剖
割
削
尉
引
引
叫
叫
刻
制
樹
湖
潤
割
削
剥
刻
叫
寸
け

引
相
引
矧
倒
者
捌
謝
割
剰
叫
闘
引
創
出
削
剥
倒
引
「
叶
l
凶

{
外
国
λ
一
一
雇
用
対
策
課
の
目
劃

矧
川
判
コ
利
州
国
川
周
用
調
調
は
、
次
に
掲
盟
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

寸
|
劇
刷
洲
伺
引
州
闘
刈
削
剥
製
細
州
叫
闘
利
引
ゴ
叶
ベ
刻
刈
刻
剖
剣
劇
倒
紺
合
に

側
引
制
割
削
割
引
引
叶
叫
剖
創
側
勺
叶
叶
」
l

斗
州
国
刈
叫
居
期
叫
割
引
引
割
明
叫
斗
川
相
覇
調
封
引
制
倒
刷
闘
側
樹
吋
矧
叫
判
U

伺
引
刻
劃
刻
馴
司
引
刷
制
叫
樹
雷
同
闘
引
創
出
叫
A
剣
剛
謝
叫
聞
朝
吋
劇
引
引
制

叫
剖
附
引

441

司
副
コ
剰
叫
捌
例
引
制
叫
刷
岡
村
刈
闘
刈
叫
瑚
剰
釧
到
樹
叫
関
引
引
司
副

剰
叫
剖
割
削
尉
引
引
制
制
剖
制
。
吋
叶
F
叫

調

ムノ、 五 四 }¥. 

る

会機の 失業
年者齢等 齢年高
l 齢高
十 :& 工L

前各号
こ 1立虫 画

と。イ1T同 条 課

確保に 対策並
の

政法 第条 雇用の
F章 {1、二

事務所掌掲げ
画

人齢高
す関 び 課

る

E 李i主
l立

も
) 

の 次
の

者雇害障 針 安等定に
掲lま

カ当

者害障 す関

(f) Ij 、

務所掌事 主齢高
び のす関

震用 律法る 策定 を

す関る

つ

本事 + 号
語、

の さ

五及織且
ど

び こと 条第
j調整総日b、
る
o 

び 日

策定の 律年法第運営
働雇者労

項
の

所掌事務
規定す す関

般 Ic.百
の す関 十ー る

す関 雇用 高る
で る三 と

第

， 



(
高
齢
者
雇
用
対
策
課
の
所
掌
事
務
)

第
八
十
三
条
高
齢
者
雇
用
対
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

つ
斗
制
麟
ぺ
間
割
割
嵐
刷
矧
矧
刑
制
弼
割
割
捌
叫
闘
引
引
制
制
調
劉
叫
闘
す
る
こ
と

志
向
年
齢
者
の
一
一
鹿
児
の
確
保
及
び
就
業
の
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

ヨ
高
年
齢
者
等
の
再
就
職
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
(
政
府
が
行
う
職
業
紹
介
及
び

職
業
指
導
に
衡
す
る
こ
と
を
除
く
。
)
。

叫
矧
川
剣
鍋
ヨ
刻
割
4
副
引
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
高
年
齢
者
等
の
職
業
の
安
定
に

関
す
る
こ
と
。

五
U 号

剖銅害

七|者
剰の
第|雇

項|の
に|促
矧進
定l等
すI1こ

岡早
朝る
剥法
震i働

矧昭
銅和
劉三
井ヰ十

針l年
制法l
策|律
第
に
関
す
る

六

失
業
対
策
に
関
引
る
こ
と

刻
刻
矧
劇
制
対
副
制
叶
闘
害
者
一
一
層
用
支
援
機
構
の
組
織
及
び
運
膏
叶
舵
に
関
す

る
叶
剖
叫

七八
前
各
号
に
掲
刷
る
も
の
の
同
か
、
高
齢
・
閥
害
者
風
用
対
策
部
の
所
掌
劃
務
で

障
割
割
周
期
矧
剣
関
側
淵
割
同
属
U
刻
川
叫
例
叫
闘
利
引
ゴ
剖
ω

(
障
害
者
雇
用
対
策
課
の
所
掌
事
務
)

第
八
十
四
条
障
害
者
雇
用
対
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

(
略
)

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
そ
の
他
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
の
促
進
に
関
す
る

他
の
所
劃
に
属
し
な
い
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

(
高
齢
者
雇
用
対
策
課
の
所
挙
事
務
)

第
八
十
三
条
高
齢
者
雇
用
対
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

J
i

高
年
齢
者
の
雇
用
の
確
保
及
び
就
業
の
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
ベ
企
岡
関

州
刑
斜
叫
劇
引
引
制
州
制
射
寸
『
J
1
6

ゴ
高
年
齢
者
等
の
再
就
職
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
〈
政
府
が
行
う
職
業
紹
介
及
び

職
業
指
導
に
関
す
る
こ
と
捌
前
回
創
岡
割
削
酬
割
削
尉
利
引
制
叫
を
徐
く
。
)
。

当
矧
川
斜
矧
斗
項
矧
ヨ
割
引
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
高
年
齢
者
等
の
職
業
の
安
定
に

関
す
る
こ
と
ベ
創
制
関
側
剖
割
削
尉
利
引
制
例
制
閥
引
叫
J
i
o

(
障
害
者
履
用
対
策
課
の
所
挙
事
務
)

第
八
十
四
条
障
害
者
雇
用
対
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

(
賂
)

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
そ
の
他
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
の
促
進
に
関
す
る



こ
と
(
高
齢
者
雇
用
対
鯛

Z
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

第
八
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
障
害
者
の
職
業
の
安
定
に
関
す

る
こ
と
(
志
向
齢
者
雇
用
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

こ
と
(
企
画
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

第
八
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
障
害
者
の
職
業
の
安
定
に
関
す

る
こ
と
(
剣
副
謝
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
〉
。



(
庶
務
)

1

(

庶
務
)

第
七
条
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
庶
務
は
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
条
件
政
策
一
第
七
条
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
庶
務
は
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
勤
労
者
生
活
部

剰
に
お
い
て
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
庶
務
は
当
該
都
道
府
県
労
働
局
に
お
い
て
一
鍬
矧
割
到
剖
剰
に
お
い
て
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
庶
務
は
当
該
都
道
府
県
労
働

、

処

理

す

る

。

局

に

お

い

て

、

処

理

す

る

。

改

正

築

現

fj-

寸

O

最
低
賃
金
審
議
会
令

(
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
六
十
一

号
)

(
抄
)

(
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
)



O 

労
働
政
策
審
議
会
令
(
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
)

(
抄
)

改

正

案

(
庶
務
)

第
十
一
条
審
議
会
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
に
お
い
て
総
括
し
、
、
及
び

処
理
す
る
。
た
だ
し
、
労
働
条
件
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
労

働
基
準
局
総
務
課
、
安
全
衛
生
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
労
働

基
準
局
安
全
衛
生
部
計
画
課
、
勤
労
者
生
活
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生

労
働
省
労
働
基
準
局
到
矧
剥
剖
剖
閥
、
職
業
安
定
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
総
務
課
、
障
害
者
雇
用
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
障
害
者
雇
用
対
策
課
、
職
業

能
力
開
発
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
総
務
課

、
雇
用
均
等
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
一
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭

局
総
務
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

(
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
ハ
忍

現

行

(
庶
務
)

第
十
一
条

審
議
会
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
に
お
い
て
総
括
し
、
及
び

処
理
す
る
。
た
だ
し
、
労
働
条
件
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
労

働
基
準
局
総
務
課
、
安
全
衛
生
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
労
働

基
準
局
安
全
衛
生
部
計
画
課
、
勤
労
者
生
活
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生

労
働
省
労
働
基
準
局
劉
矧
割
封
剖
剖
剣
岡
調
、
職
業
安
定
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
は
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
総
務
課
、
障
害
者
雇
用
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
は
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
障
害
者
雇
用
対
策
課

、
職
業
能
力
開
発
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局

総
務
課
、
雇
用
均
等
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児

童
家
庭
局
総
務
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。



別添2

O
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
四
号

厚
生
労
働
省
設
霊
法
(
F

平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
)
及
び
厚
生
労
働
省
組
織
令
(
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号

)
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
こ
十
二
年
八
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

日吉

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
(
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
労
働
条
件
確
保
改
善
対
策
室
及
び
調
査
官
)

第
三
十
条
の

労
働
条
件
政
策
課
に
、
労
働
条
件
確
保
改
善
対
策
室
及
び
調
交
官
一
人
を
置
く
。

2 

労
働
条
件
確
保
改
善
対
策
室
は
、
労
働
条
件
の
確
保
及
び
改
善
並
び
に
労
働
者
の
保
護
が
特
に
必
要
な
業
種
、
業
務
そ
の

他
の
分
野
に
お
け
る
労
働
条
件
の
確
保
及
び
改
善
並
び
に
労
働
者
の
保
護
に
関
す
る
政
策
の
企
商
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。



3 

労
働
条
件
確
保
改
善
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

4 

調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
労
働
条
件
政
策
課
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
特
定
事
項
の
調
査
、
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整

に
当
た
る
。

第
三
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
一
項
中
「
労
働
条
件
確
保
改
善
対
策
室
並
び
に
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
の
う
ち
、
労
働
契
約
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
特
定
事
項
の
調
査
、
企
画
及
び
立
案
並
び
に

調
整
に
当
た
る
」
を
「
で
調
査
そ
の
他
の
専
門
的
事
項
に
係
る
も
の
を
行
う
」
に
改
め
、
問
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
項
を
開
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
問
条
第
四
項
と
す
る
。

同
条
第

五
項
中
「
及
び
労
働
保
険
徴
収
課
」
を
削
り
、

第
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(
勤
労
者
福
祉
事
業
室
及
び
労
働
金
庫
業
務
室
)

第
三
十
二
条

勤
労
者
生
活
課
に
、
勤
労
者
福
祉
事
業
室
及
び
労
働
金
庫
業
務
室
を
置
く
。

2 

勤
労
者
福
祉
事
業
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

労
働
組
合
そ
の
他
労
働
に
関
す
る
団
体
が
行
う
共
済
事
業
そ
の
他
福
祉
活
動
に
闘
す
る
こ
と
。

労
働
者
の
福
利
厚
生
の
増
進
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
う
団
体
に
対
す
る
当
該
活
動
に
関
す
る
助
言
そ
の
他
の
援
助
措



置
に
関
す
る
こ
と
。

3 

勤
労
者
福
祉
事
業
室
に
、
室
長
を
置
く
。

4 

労
働
金
庫
業
務
室
一
は
、
労
働
金
庫
の
事
業
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

5 

労
働
金
庫
業
務
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
」
を
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
(
平
成
十
八
年
法

律
第
四
号
。
以
下
「
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
い
と
い
う
。
)
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
労
働
保
険
徴
収
業
務
室
)

第
三
十
七
条
の
二

労
働
保
険
徴
収
課
に
、
労
働
保
険
徴
収
業
務
室
を
置
く
。

2 

労
働
保
険
徴
収
業
務
室
は
、
労
働
保
険
料
及
び
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
の
規
定
に
よ
る
一
般
拠
出
金
(
以
下
二
般
拠
出

金
」
と
い
う
。
)
並
び
に
こ
れ
ら
に
係
る
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
震
予
計
算
組
織
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

3 

労
働
保
険
徴
収
業
務
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
条

削
除

第
四
十
二
条
の
見
出
し
を
「
(
地
域
雇
用
対
策
室
、
農
山
村
雇
用
対
策
室
及
び
建
設
・
港
湾
対
策
室
)
」
に
改
め
、

同
条
第

一
項
中
「
若
年
者
雇
用
対
策
室
、
就
労
支
援
室
」
を
「
地
域
雇
用
対
策
室
」
に
改
め
、

開
条
第
六
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
二
項
ず
つ

「
並
び
に
地
域
企
画
官
一
人
」
を
削
り

、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
り
、

繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
項
を
削
り
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

2 

地
域
雇
用
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

地
域
雇
用
開
発
促
進
法
(
昭
和
六
十
一
一
年
法
律
第
二
十
三
号
)
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
雇
用
開
発
に
関
す
る

こ
と
(
職
業
能
力
開
発
局
及
び
雇
用
政
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
(
農
山
村
雇
用
対
策
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)
。

季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
援
助
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

3 

地
域
雇
用
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
臼

第
四
十
五
条
及
び
第
四
十
六
条
を
削
る
。

第
四
十
四
条
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。



第
屈
十
三
条
の
ニ
第
一
一
項
第
一
号
中
「
蔵
用
開
発
課
」
を
「
港
湾
労
働
者
の
募
集
及
び
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労

働
者
派
遣
事
業
に
係
る
も
の
並
び
に
企
画
課
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
雇
一
用
開
発
課
の
所
掌
に
属
す
る
」
を
「
港
湾
運
送

の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労
働
者
派
遣
事
業
に
係
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
五
条
と
す
る
。

第
四
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(
シ
ス
テ
ム
計
画
官
及
び
主
任
シ
ス
テ
ム
計
画
官
)

第
四
十
三
条
の
二

シ
ス
テ
ム
計
画
官
及
び
主
任
シ
ス
テ
ム
計
画
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

シ
ス
テ
ム
計
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
設
計
及
び
運
用
に
関
す
る
事
務
を

労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室
に
、

2 
行
う
。

3 

主
任
シ
ス
テ
ム
計
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
前
項
の
事
務
を
行
い
、
及
び
シ
ス
テ
ム
計
画
官
の
行
う
事
務
の
調
整
に
当
た

る
(
若
年
者
一
雇
用
対
策
室
及
び
就
労
支
援
室
並
び
に
雇
用
支
援
企
画
官
)

第
四
十
四
条

企
画
課
に
、
若
年
者
雇
用
対
策
室
及
び
就
労
支
護
室
設
び
に
雇
用
支
援
企
画
官
一
人
を
置
く
。

2 

若
年
者
雇
用
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。



政
府
が
行
う
学
生
若

L
く
は
生
徒
又
は
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
職
業
紹
介
及
び
職
業
指
導
に
関
す
る

こ
と

(
求
人
及
び
求
職
の
結
合
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
)
。

学
生
若
し
く
は
生
徒
又
は
学
校
卒
業
者
の
職
業
紹
介
又
は
職
業
指
導
に
つ
い
て
の
職
業
安
定
機
関
と
学
校
、
関
係
行
政

機
関
と
の
聞
に
お
け
る
連
絡
、
援
助
又
は
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

職
業
安
定
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
)
第
三
十
三
条
の
こ
に
規
定
す
る
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
関
す
る

こ〉」。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

3 

若
年
者
雇
用
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

4 

就
労
支
援
室
は
、
炭
鉱
労
働
者
及
び
炭
鉱
離
職
者
、

旦
一
履
労
働
者
並
び
に
就
職
が
困
難
な
者
(
高
年
齢
者
等
(
高
年
齢
者

等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
)
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
者
等
を
い

5 
ぅ
。
)
及
び
障
害
者
を
除
く
。
)
の
雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

就
労
支
援
室
に
、
室
長
を
置
く
。

雇
用
支
援
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
派
遣
労
働
者
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
そ
の
他
こ
れ

6 



ら
に
類
す
る
者
(
派
遣
労
働
者
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
者
で
あ
っ

た
者
を
含
む
。
)
の
職
業
の
安
定
に
関
す
る
政
策
に
関
す
る
特
定
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
当
た
る
。

第
四
十
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
一
項
中
「
並
び
に
障
害
者
一
雇
用
専
門
官
」
を
「
、
障
害
者
雇
用
専
門
官
」
に
改
め
る
。

附

員IJ

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。



厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
条
文

O
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
(
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
)
(
抄
)

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

第 41 31 2 第
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る1 ・の1喜iiiと

被健害康
b 、

る法律る つ

フ

務事行を { 講書労 に 堂に) 

の
並 救済

い おけ その

災労〈昭 かさ び と
るる他

U 、 及労。の

頁



保
険
率
、
第
二
括
協
特
別
加
入
保
険
料
率
及
び
第
三
種
特
別
加
入
保
険
料
率
並
び
に
労

働
者
災
害
補
償
保
険
の
特
別
保
険
料
率
に
衡
す
る
事
務
並
び
に
労
働
者
災
害
補
償
保

険
に
関
す
る
保
険
数
理
及
び
統
計
に
関
す
る
事
務
並
び
に
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

刻
謝
叫
闘
利
引
制
倒
ベ
判
劇
村
川
矧
制
銅
剣
四
矧
「
凶
判
」
刻
鮒
矧
劇
倒
嵩
綴
料
樹

叶
叶
け
司
J

|
の
規
定
に
よ
る
特
別
遺
族
給
付
金
に
関
す
る
数
理
及
び
統
計
に
関
す

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

(
略
)

3
1
5
 

円
矧
倒
保
険
働
劇
動
動
詞
〕

矧
ヨ
刊
剖
斜
倒
叶
寸
矧
刷
削
保
険
徴
収
課
に
、
労
倒
側
隣
徴
収
出
刑
務
室
を
劃
く
。

引
制
働
側
側
例
制
剰
刻
割
削
1
矧
側
側
例
制
刻
明
利
鮒
矧
劇
盟
問
税
制
出
刊
の
規
定
に

剖
引
↓
捌
刻
出
斜
ベ
凶

ηべ
叶
劇
捌
脱
封

-
d川
引
「
叶
捌
例
同
司
利
引
凶
例
刻
叫
閣

制
剣
釧
例
制
凶
闘
利
引
割
引
制
銅
剣
繊
同
闘
引
引
割
刻
刻
寸
州
剖
出
制
凶

労
働
保
険
徴
収
業
務
委
に
、
室
長
を
置
く
。

3 第
三
十
九
梁
及
川
山
第
四
十
条

削
除l

保
険
率
、
第
二
積
特
別
加
入
保
険
料
率
及
び
第
一
一
一
穫
特
別
加
入
保
険
料
率
並
び
に
労

働
者
災
害
補
償
保
険
の
特
別
保
険
料
率
に
関
す
る
事
務
並
び
に
労
働
者
災
害
補
償
保

倹
に
関
す
る
保
倹
数
理
及
び
統
計
に
関
す
る
事
務
並
び
に
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
の

規
定
に
よ
る
特
別
遺
族
給
付
金
に
関
す
る
数
理
及
び
統
計
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

内
ペ

u
f》

R
U

(
略
)

(
新
規
)

(
労
働
金
庫
業
務
室
及
び
調
査
官
)

第
ヨ
汁
刈
斜
剖
岡
謝
可
封
倒
金
庫
業
務
護
及
ぴ
調
査
官
一
人
を
鷺
く
。

可
剖
倒
剣
劇
剰
樹
劃
開
封
鰍
剣
劇
刷
割
剰
叫
闘
引
制
覇
刻
刻
寸
州
剖
ど
る
。

3

労
働
金
庫
業
務
室
に
、
室
長
を
惹
く
。

制
|
調
到
創
出
叶
制
刻
刻
州
司
可
制
岡
謝
州
制
鎖
朝
刻
叫
闘
引
引
矧
出
割
刻
叫
調
査
、

金
商
及
び
立
案
説
び
に
調
整
に
当
た
る
。

(
勤
労
者
福
祉
事
業
室
)

斜
創
刊
斜
剖
矧
剥
到
矧
闘
に
、
勤
労
劃
調
器
製
蜜
を
歳
刻

引
到
剣
者
調
副
詞
鶏
調
同
可
制
阿
樹
間
引
割
刻
刻
寸
州
剖
剖
る
。

「

i
矧
倒
制
剣
引
州
制
矧
倒
凶
闘
引
制
倒
倒
洲
伺
引
剣
淵
割
剰
そ
の
他
福
祉
活
動
に

闘
利
引
斗
剖
叫

頁



(
地
域
雇
用
対
策
室
、
農
山
村
雇
用
対
策
室
及
耐
建
設
・
渇
対
鋼
劃
〕

第
四
十
二
条
雇
用
開
発
課
に
、
制
捌
周
刷
矧
銅
劃
、
農
山
村
雇
用
対
策
室
及
び
建
設

-
港
湾
対
策
室
一
を
置
く
。

2 

地I;域|
城雇
風用

制掲l

斗事

5 41 3 2 第 3 

ii i 
四

草i対草 士闘 策霊 童者ハ
害支援室
若年者 。I前= カ協の 掌の

字t乙事書2侵攻Z 及ぴ 条び
雇用 号 す関 若し

建時量闘金 苦
る行

にEi ;ま 対策室 掲げる
るく

に 助言そる 草福厚生Ij 
こ l立 対策室は 港湾設・ 画官 対策室

長室を 属する び 就職市Z 
と生

にも t定 除く 若し、の 又

次長事55R 署i 
室富長〈図 他貴書の 増進高E 

管もに

者難厨な

震の iま く
くの雇 長を ほ )に生は

除をくo 用課政策

カミ

す関るこ 律年法第
。す関 徒

子育の る又

主害 に 置事実
雇用機;@; 、

少年

Aとと 草者O学業i と百 にめ

つかをさ 雇若年者用

の 四

開のに 職紹介業 zi i す関 の
機雇用izsコ，

十

ること 動行活を
の

働場労市 そ
確保

号

Eる人を喜聖 霊室ど お又

る。 対策室
。フ 第 セの

体団フす関 保確 ン他、ー 。置く 及び
十 タ」

及 る

務業蒙1 れ類すに

五雇山村用 霊誰湾対
農草t山F す関 条 対す
務 の

援助 つに

高
る

該当る
、，

又い 所の 者る
下 と 規 はて四

頁



に
規
定
引
る
地
域
雇
用
開
発
に
関
す
る
こ
と
(
職
業
能
力
開
発
局
丸
制
雇
用
政
策

制
刷
例
割
叫
周
引
引
制
叫
剖
闘
サ
斗
4
|

二
|
刻
刻
叫
判
削
剥
劇
刷
盟
司
樹
倒
凶
闘
引
創
刊
吋
叶
ベ
劇
山
相
周
周
矧
剰
割
削
刷

割
削
尉
利
引
制
叫
針
附
引
ォ
寸
叫
l

司
剥
鮒
制
叫
扇
則
剖
利
引
矧
倒
剖
叫
園
周
叫
劇
科
副
樹
馴
樹
間
同
闘
引
引

H41

3

地
域
一
雇
用
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

川
町
農
山
村
雇
用
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
農
山
村
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二
林
業
労
働
者
の
瑳
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

5

農
山
村
一
一
雇
用
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

引
建
設
・
港
湾
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
建
設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働
者
の
濯
用
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

二
港
湾
労
働
者
の
募
集
及
び
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労
働
者
派
遣
事
業

に
関
す
る
こ
と
。

建
設
・
港
湾
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

71 
(
シ
ス
テ
ム
計
画
官
及
び
主
任
シ
ス
テ
ム
計
酒
官
)

第
四
十
三
条
の
二
労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室
に
、
シ
ス
テ
ム
計
画
官
及
び
主
任
シ

ス
テ
ム
計
画
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

日|

農
山
村
一
雇
用
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
農
山
村
に
お
け
る
麗
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

一
一
林
業
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

η
農
山
村
一
一
雇
用
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

8

建
設
・
港
湾
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
建
設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働
者
の
麗
用
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

二
港
湾
労
働
者
の
募
集
及
び
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労
働
者
派
遣
事
業

に
濁
す
る
こ
と
。

川
町
建
設
・
・
港
湾
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

川
剥
樹
創
副
創
刊
剤
耐
到
州
可
制
樹
扇
風
闘
矧
側
組
制
ベ
閣
制
対
刊
斗
刑
制
倒

剣
コ
刊
ヨ
矧
叶
剣
コ
斜
斜
↓
刻
凶
矧
矧
利
引
制
城
嵐
刷
闘
矧
吋
闘
引
制
割
淵
ベ
糊
剖
刑

制
対
関
剰
刷
刻
訓
周
周
到
剣
制
州
制
斜
叫
劇
利
引
制
問
剖
倒
。
「
叶
刻
叫
嵐
刺
繍
4
同

州
制
倒
吋
開
明
引
割
刻
d
剣
制
パ
岡
割
制
崩
矧
矧
剰
刺
出
叫
凶
周
用
制
剤
制
1
剖

刷

新
扇
刻
刻
剣
謝
1
剥
矧
刻
樹
劃
刻
訓
劇
出
制
劇
刷
刻
剣
劃
倒
珂
割
問
劇
利
引
制
削
剥

附
引
「
叶
叫
引
制

1
制
対
創
刻
副
側
副
溺
捌

U
引
制
引
制
叫
刷
似
図
利
悦
判
菊
劃
叫
聞

に
諦
整
に
当
た
る
。

(
新
規
)

五
頁



51 4 31 2 第四 3 2 
四 =二一企 ム ム

定 力協の 調整の 官画 若 計任主 のシ

者年 函官シ 計及設 テスム
履用 のス

室く。十八
に、す関る のも 和昭一 と。 生伎又品もと し は

対策室 務行事う 計テム 運用びに 計商官はI

及び の画官
す関

2藍ーの十 除く
規支量労 車q

機雇用会 条第一 及
当に 命を

た受け

のこの 並る。て

確保 項に 主用主 び

す の職望業 求後者広学卒ま つ 及ぴ に 前項

す関 安等定日
そ一間 人か就

童覇支 事書{也 お又びそど
こ 墾 けは 求職 のる よ

類れすに 十=ー i絡る車、織業指導 (/) 他れこ ぴ
西官 行い

情報処る

条 更口類すに に 及び
者る の一 援助つに yいv 雇用支援

理

るど いう。~手沼口 1就が裁 V :/ 

の 規に 又ぃ 4系者る ス ス
雇 はてる ア 7 

(
新
規
)

六
頁



6 

雇
用
支
援
企
商
官
は
、
命
を
受
け
て
、
派
遣
労
働
者
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働

契
制
創
樹
紺
利
引
矧
倒
割
引
制
制
口
利
引
叫
綱
引
刻
剖
ベ
淵
国
矧
倒
樹
可
矧
開
制
対

め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
者
で
あ
っ
た
者

剖
創
制
叶
叶

d
制
調
叫
到
矧
叫
闘
引
引
制
剰
凶
闘
判
制
矧
矧
朝
明
州
似
瞬
刻
的
封
劇

劃
前
同
調
割
削
剖
出
制
叫

(
主
任
中
央
需
給
調
整
事
業
指
導
官
及
び
派
遣
・
請
負
労
働
企
画
官
〉
(
主
任
中
央
需
給
調
整
事
業
指
導
官
及
び
派
遣
・
請
負
労
働
企
図
官
)

第
凶
パ
到
刑
制
需
給
調
整
事
業
課
に
、
主
任
中
央
需
給
調
整
事
業
指
導
管
及
び
派
遣
・
第
四

J
B斜
叫
ゴ
需
給
調
議
事
業
課
に
、
主
任
中
央
需
給
調
整
事
業
指
導
官
及
び
派

請

負

労

働

企

画

官

そ

れ

ぞ

れ

一

人

を

置

く

。

遺

・

誇

負

労

働

企

画

官

そ

れ

ぞ

れ

一

人

を

霞

く

。

2

主
任
中
央
需
給
調
整
事
業
指
導
{
目
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
一

2

主
任
中
央
需
給
調
整
事
業
指
導
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う

一
職
業
紹
介
、
労
働
者
の
募
集
、
労
働
者
供
給
事
業
及
び
労
働
者
派
遣
事
業
の
監

替
に
関
す
る
こ
と
(
謝
湖
矧
倒
割
問
調
銅
刻
凶
樹
湖
潤
謝
倒
剰
刻
叫
寸
パ
廿
伺
引

矧
倒
割
淵
湖
割
剰
叫
倒
引
制
刷
出
制
同
制
酬
剰
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

ニ
労
働
者
派
遣
を
行
う
事
業
主
及
び
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
に

対
す
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
(
淵
湖
濁
組
側
剰
親
同
寸
川
引
制
引
矧
倒
剥
淵
湖
調

製
叫
側
引
も
の
を
除
く
。
)
。

派
遣
・
請
負
労
働
企
一
回
官
は
、
命
を
受
け
て
、
派
遣
労
働
者
及
び
一
の
場
所
に
お

い
て
行
わ
れ
る
事
業
の
仕
事
の
一
部
を
請
け
負
う
誇
負
人
が
雇
用
す
る
労
働
者
(
当

該
場
所
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
限
る
。
)
の
雇
用
管
理
の
改
善
(
建

設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
に
関
す
る
特
定
事
項
の
企
蘭

及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
当
た
る
?

3 

(
国
際
労
働
力
対
策
企
画
官
)

第
町
村
対
剣
外
国
人
一
一
雇
用
対
策
課
に
、
国
際
労
働
力
対
策
企
商
宮
一
人
を
霞
く
。

督
lこ I能
関業
す紹
る介

と労
(働
調者
用の
閥募
矧集

の労
所働
掌者
に ftキ
属給
す事
る業
も及
のび
を労
除働
く者
。派
)遣
。事

業
の
監

二
労
働
者
派
遣
を
行
う
事
業
主
及
び
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
に

対
す
る
監
督
に
関
す
る
こ
と
(
雇
用
開
発
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)

3 

派
遣
・
誇
負
労
働
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
派
遣
労
働
者
及
び
一
の
場
所
に
お

い
て
行
わ
れ
る
事
業
の
仕
事
の
一
部
を
請
け
負
う
請
負
人
が
雇
用
す
る
労
働
者
〈
当

該
場
所
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
限
る
。
)
の
獲
舟
管
理
の
改
善
(
建

設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
〉
に
関
す
る
特
定
事
項
の
会
商

及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
当
た
る
。

(
国
際
、
労
働
力
対
策
企
画
官
〉

第
四
十
四
条
外
国
人
雇
用
対
策
課
に
、
国
際
労
働
力
対
策
企
画
官
一
人
を
鐙
く
。

七
真



八
頁

略)官円 、 際的国

人並
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厚生労働省司l明言41号

(部内一般)

厚生労働省の内部紘織に関する訓令(平成 13年厚生労働省訓第1号)の一部を改正す

る言1/令を次のように定める。

平成22年8月5日

厚生労働大豆長妻 沼

厚生労働省の内部品邸哉に関する寄11令の一部を改正する司l併せ

厚生労働省の内部紙織に関する司11令(平成13年厚生労働省訓第1号)の一部を次のよ

うに改正する。

第28条の 2を第28条の3とし、第28条の次に次の1条を加える。

(賃金時間室)

第 28条の2 労働基準局労働条件政策課に、賃金持問室を置く。

2 賃金時間案は、次に掲げる事務をつかさどる。

(I) 賃金の支払、最低賃金、労働時間及び休息、に関する政策の企函及び立案に関するこ

と(労働時間等の設定の改善に関することを除く。)。

(2) 前号に掲げるもののほか、最低賃金に関すること(労働基準監督宮の行う監管に関

することを除く。)。

(3) 賃金体系に関すること。

(心 退職手当の保全措置その他の退職手当に関すること(退職手当の支払に関すること

及び労働基準監督官の行う監替に関することを除く。)。

3 賃金時間室に、室長(組織令第19条第1項に規定する参事官をもって充てられるも

のとする。)、室長補佐、専門官並びに係及び係長安置く。

第29条の3第1項及び第2項中「労災保検業務案Jを f労災保険業務課Jに改める。

第31条を削り、第31条の2を第31条とし、問条の次に次の1条を加える。

(高齢者雇用事業室)

第 31条の2 職業安定局高齢・障害者震用対策部高齢者雇用対策課に、高齢者雇用事業

室を置く。

2 高齢者雇用事業室は、次に掲げる事務をつかさどる。

(I) 高年齢者の雇用の確保及び就業機会の確保に関すること。

(2) 高年齢者等の再就職の促進に関すること(政府が行う職業紹介及び職業指導に関す

別添31



ることを除く。)。

(3) 高年齢者等の職業の安定に関すること。

3 高齢者濯用事業室に、室長(関係ある他の職を占める者をもって充てられるものとす

る。)、室長補佐並びに係及び係長を置く。

第31条の3第1項中 f職業安定局j の下に「派遣・有期労働対策部」を加える。

附則

この訓令は、平成22年3月5日から施行する。
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o r労働保険徴収課(長)Jによる通達その他の文書(以下「通達等」という。)
のうち、社会保険労務土に関すること

→ 「監督課(長)J 

or労働保険徴収課(長)Jによる通達等(社会保険労務士に関することを除く。)
→ 「労災補償部労働保険徴収課(長)J 

o r勤労者生活部(長)Jによる通達等
→ 「労働基準局(長)J 

o r勤労者生活部企画課(長)Jによる通達等のうち、労働時間及び休息に関
すること(労働基準法に規定するものに関すること及び労働基準監督官の行

う監督に関することを除く。)並びに労働能率の増進に関すること(勤労者生

活課の所掌に属するものを除く。)等

→ 「労働条件政策課(長)J 

o r勤労者生活部企画課(長)Jによる通達等のうち、勤労者の財産形成の促
進に関すること、労働者の福利厚生に関すること(勤労者生活課の所掌に属

するものを除く。)及び労働金庫の事業に関すること等

→ 「勤労者生活課(長)J 

or勤労者生活部勤労者生活課(長)Jによる通達等のうち、最低賃金に関す
ること(労働基準監督官の行う監督に関することを除く。)、賃金体系に関す

ること及び退職手当の保全措置その他の退職手当に関すること(退職手当の

支払に関すること及び労働基準監督官の行う監督に関することを除く。)

→ 「労働条件政策課(長)J 

o r勤労者生活部勤労者生活課(長)Jによる通達等のうち、中小企業退職金
共済法の規定による退職金共済に関すること、労働組合その他労働に関する

団体が行う共済事業その他福祉活動に関すること及び労働者の福利厚生の増

進を図るための活動を行う団体に対する当該活動に関する助言その他の援助

措置に関すること / 

→ 「勤労者生活課(長)J 

o r労災保険業務室(長)Jによる通達等
→「労災保険業務課(長)J 




